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定 例 会
９月８日～18日

　
令
和
８
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
８
日
か
ら
18
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
議
会
初
日
に
は
、
人
事
案
件
に
つ
い
て
全
員
一
致
で
可
決
し
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
条
例
改
正
、

令
和
８
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
等
歳
入
歳
出
決
算

認
定
の
計
15
議
案
は
、
審
査
を
行
っ
た
後
、
全
て
全
員
一
致
で
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

初
日
に
可
決
し
た
も
の

〇
教
育
委
員
の
任
命
同
意

　

渡
邊
幸ゆ

き
よ
し良

教
育
委
員
の
再
任
に
同
意

し
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
８
年
10
月
１

日
か
ら
４
年
間
で
す
。

条
例
関
係
議
案

【
条
例
改
正
】

〇
安
八
町
認
可
地
縁
団
体
の
印
鑑

の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条

例
〇
安
八
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例

〇
安
八
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例

〇
安
八
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例

〇
安
八
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例

災害に備え避難所　資器材等を整備　
令和７年度　　決算を認定 

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な

も
の

　
補
正
予
算
額
６
７
７
８
万
円

〇
老
人
福
祉
事
務
経
費

　

国
の
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等

施
設
整
備
交
付
金
を
活
用
し
た
民
間
福

祉
施
設
が
整
備
す
る
非
常
用
自
家
発
電

設
備
へ
の
補
助

〇
給
食
セ
ン
タ
ー
事
務
管
理
経
費

　

給
食
管
理
・
栄
養
計
算
シ
ス
テ
ム

（献

立
ソ
フ
ト
）
の
更
新

◀導入した自動ラップ式トイレ
などの設営訓練（9月12日）
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議会定例会

災害に備え避難所　資器材等を整備　
令和７年度　　決算を認定 

監
査
の
観
点

①
予
算
の
執
行
は
議
会
の
議
決
の
趣
旨
に
沿
い
適
正
・

効
率
的
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
。

②
決
算
の
計
数
は
正
確
で
あ
る
か
。

③
財
産
の
取
得
管
理
お
よ
び
処
分
は
適
正
に
行
わ
れ

て
い
る
か
。

監
査
結
果

　
す
べ
て
の
事
項
に
つ
い
て
適
正
か
つ
正
確
に
処
理
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

要
望

　

 

町
の
運
営
は
、
町
民
か
ら
の
税
金
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
ま
す
の
で
、
公
平
・
公
正
を
念
頭
に
行
政

運
営
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
工
業
団

地
の
造
成
が
進
む
中
、
民
間
開
発
も
行
わ
れ
、
安
八

町
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
行
政
も
こ
の

変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
ま
す
ま
す
の
努
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
中
で
も
徐
々

に
改
善
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
、
財
政
の

健
全
状
態
は
維
持
し
つ
つ
も
、
事
業
の
選
択
と
集
中

に
よ
り
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
据
え
た
投
資
を
し
て

い
く
こ
と
も
重
要
と
考
え
ま
す
。

　

誰
も
が
元
気
で
明
る
く
過
ご
せ
る
安
八
町
を
目
指

し
、
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

 財政健全化に向けて
 　　　より一層の改善を

安八町監査委員　鈴木　富彦
安八町監査委員　坂　　　悟

決算監査報告・意見

決
算
認
定

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

企
業
会
計
決
算
は
、
８
月
26
日
・
27
日

の
２
日
間
に
わ
た
り
、
鈴
木
富
彦
監
査

委
員
と
、
議
会
選
出
の
坂
悟
監
査
委
員

が
監
査
を
行
い
、
議
会
初
日
に
監
査
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
に
行
っ
た
事
業
の
主
な
も

の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
子
育
て
・
教
育
》

○
こ
ど
も
園
紙
お
む
つ
無
償
化
事

業
○
防
災
マ
ッ
ト
配
布
事
業

▲監査委員による令和７年度の決算監査
　　　　　　　　　　（8月26日・27日）

《
健
康
・
福
祉
》

○
安
八
温
泉
健
康
増
進
施
設
等
改

修
事
業

《
環
境
・
安
心
・
安
全
》　

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業

（
デ
マ
ン
ド
バ
ス
）

○
災
害
用
備
蓄
資
器
材
等
整
備
事

業
（
軽
消
防
車
両
・
ト
イ
レ
ト

レ
ー
ラ
ー
、
自
動
ラ
ッ
プ
式
ト

イ
レ
等
）

○
次
期
最
終
処
分
場
整
備
事
業

《
そ
の
他
》

○
合
併
70
周
年
記
念
事
業

○
物
価
高
騰
対
策
事
業
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決
算
の
概
要

令
和
７
年
度

会計区分 歳入総額 歳出総額

一般会計 77億1972万円 71億5518万円

国民健康保険
特別会計 14億1729万円 13億6341万円

後期高齢者医療
特別会計 2億7708万円 2億6810万円

児童発達支援事業
特別会計 2219万円 2075万円

土地取得特別会計 3292万円 3265万円

水道事業会計 2億4343万円 3億7724万円
（減価償却費含む）

公共下水道事業会計 11億2031万円 12億7472万円
（減価償却費含む）

▼令和７年度一般会計および特別会計等収支

歳出
商工費農林水産業費

消防費
衛生費

公債費
（町の借入金の返済）

教育費

土木費 総務費

民生費

議会費

歳入
一般会計

使用料及び手数料
地方譲与税その他交付金

町債
（町の借入金）

繰入金

地方消費税交付金

分担金及び負担金
財産収入
寄附金
諸収入

県支出金

その他

繰越金

国庫支出金 地方交付税

町税

77億1972万円

71億5518万円
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令和７年度に取り組んだ主な事業令和７年度に取り組んだ主な事業
議会定例会

健　康

フレイル予防と
地域交流の拠点整備

 《 町民の声 》
NHK の番組で当町の取り組みを知り、
私も参加したくなりました。

安八温泉 「健康増進施設」 をフレイル予

防と健康寿命の延伸、 地域交流の拠点と

して改修工事を行いました。

３村合併から 70 周年を記念し、 記念式

典および各種イベントを開催しました。

交通手段の利便性向上を目指し、 令和

７年１０月から予約制の乗り合いバス （デ

マンドバス） の試験運行を開始しました。

平時には椅子のマットとして使用し、 災害

時にはつなぎ合わせることでマットレスと

して使用できる防災マットを配布しました。

小中学生に
防災マットを配布

教　育

合併70周年
記念事業

その他

 《 町民の声 》
住民参加の ｢ 第九 ｣ は感動しました。
今後も続けてほしいです。

 《 町民の声 》
最初は予約に戸惑いましたが、 利用し
てみると直接目的地に行けるので便利
に感じます。

デマンドバスの
試験運行開始

環　境
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民
生
文
教

委員会
審査報告

９
月
９
日  

午
前
10
時
か
ら

主な質問
と 回 答

Ｑ
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
ル
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す

か
。
ま
た
、
効
果
の
確
認
は
し
て
い
ま
す
か
。

教
育
課
長
補
佐
　
家
庭
で
の
利
用
方
法
な
ど
全
体
的
ル
ー
ル
は
教
育
委

員
会
が
、
詳
細
ル
ー
ル
は
各
学
校
で
定
め
て
い
ま
す
。
各
校
の
情
報
担

当
教
員
が
中
心
と
な
り
、
教
育
委
員
会
と
と
も
に
現
状
確
認
と
ル
ー
ル

の
見
直
し
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

防
災
マ
ッ
ト
配
布
事
業

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

主
な
審
査
内
容

　
付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
改
正
４
件
、
令
和
８
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
、

令
和
７
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
認
定
の
計
12
議
案
で
、
全
て
全
員
一
致
で
原
案
通
り

承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
委
員
会
現
地
視
察
と
し
て
、
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
中
央
公
民
館
の

ト
イ
レ
を
視
察
し
ま
し
た
。

Ｑ
小
中
学
生
に
防
災
マ
ッ
ト
を
配
布
し
た
と
の
こ

と
で
す
が
、
避
難
訓
練
等
で
活
用
し
て
い
ま
す
か
。

教
育
課
長
補
佐
　
「
命
を
守
る
訓
練
」
と
し
て
避
難
訓
練

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
防
災
マ
ッ
ト
を
活
用
し
た
訓
練

は
で
き
て
い
な
い
の
で
、
今
後
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◀洋式化改修工事が完了した
中央公民館トイレ
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議会定例会

Ｑ
最
終
処
分
場
等
の
土
地
の
取
得
は
全
て
終
わ
っ
た
と
の
こ
と

で
す
が
、
今
後
の
予
定
は
。

生
活
環
境
課
長
　
令
和
７
年
度
に
全
て
の
土
地
取
得
は
完
了
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
詳
細
設
計
中
で
す
。
最
終
処
分
場
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
以
降
工
事
に
入
る
計
画
で
す
。

Ｑ
被
保
険
者
数
の
今
後
の
見
込
み
は
。

福
祉
課
長
補
佐
　
75
歳
を
迎
え
る
人
の
数
は
ピ
ー
ク
を
過

ぎ
て
い
ま
す
が
、
被
保
険
者
数
は
横
ば
い
で
推
移
す
る
見
込

み
で
す
。

要 

望
国
民
健
康
保
険
料
に
も
言
え
る
こ
と
で
す
が
、

保
険
料
の
収
納
率
向
上
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

土
地
取
得
特
別
会
計

が
ん
検
診

名
森
小
学
校
南
駐
車
場
整
備

Ｑ
令
和
７
年
度
の
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
　
肺
は
15
・
５
％
、
大
腸
は
13
・
２
％
、
前
立
腺
は

16
・
４
％
、
乳
房
は
14
・
３
％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
と

比
較
す
る
と
横
ば
い
で
す
。

要 

望
対
象
者
全
員
に
大
腸
が
ん
検
診
の
容

器
を
事
前
配
布
す
る
こ
と
に
よ
り
、
受

診
率
が
向
上
し
た
自
治
体
が
あ
り
ま

す
。
来
年
度
予
算
編
成
時
期
に
検
討

を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
現
在
更
地
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
駐
車
場
整
備

工
事
の
時
期
は
。

教
育
課
長
補
佐
　
令
和
８
年
度
は
取
付
道
路
の
整
備
を
行

い
、
来
年
度
以
降
に
駐
車
場
と
し
て
整
備
す
る
計
画
で
す
。

要 

望
維
持
管
理
も
大
変
で
す
。
早
い
時
期
の
整
備

を
お
願
い
し
ま
す
。
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委員会
審査報告

総
務
産
建
９
月
10
日  

午
前
10
時
か
ら

▲今年から空中散布防除に導入した農業用ドローン

主な質問
と 回 答 主

な
審
査
内
容

　
付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
改
正
１
件
、
令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
令
和
７
年
度

一
般
会
計・企
業
会
計
決
算
認
定
の
計
５
議
案
で
、
全
て
全
員
一
致
で
原
案
通
り
承
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、委
員
会
現
地
視
察
と
し
て
、空
中
散
布
防
除
で
一
部
導
入
し
た
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
と
青
刈・

宮
西
２
号
線
の
農
道
整
備
事
業
予
定
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業

Ｑ
生
成
Ａ
Ｉ
の
導
入
経
緯
は
。
全
職
員
が
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

総
務
課
長
補
佐
　
西
濃
圏
域
市
町
の
共
同
調
達
事
業
と
し

て
今
年
６
月
に
導
入
し
ま
し
た
。
文
書
作
成
や
デ
ー
タ
更

新
な
ど
業
務
効
率
化
を
目
的
に
使
用
し
、
職
員
の
事
務
用

端
末
で
使
用
可
能
で
す
。

Ｑ
年
間
10
件
の
相
談
実
績
で
す
が
、相
談
窓
口
の
体
制
は
。
ま
た
、

相
談
員
は
町
独
自
で
採
用
し
た
人
で
す
か
。

総
務
課
長
　
当
町
で
は
毎
月
２
回
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
相

談
員
は
、
県
が
西
濃
圏
域
で
２
人
採
用
し
、
西
濃
管
内
の
町
を
巡
回
し

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
当
町
以
外
の
町
で
も
相
談
可
能
で
す
。

手
口
が
巧
妙
化
す
る
中
、
相
談
員
も
研
修
を
受
け
な
が
ら
対
応
し
て
い

ま
す
。

消
費
生
活
相
談
事
業
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Ｑ
９
月
か
ら
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
の
な
い
生
活
道
路

は
時
速
30
㌔
規
制
と
な
り
ま
し
た
。
ラ
イ
ン
を

引
く
道
路
の
規
格
と
引
き
直
し
の
進
捗
状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
補
佐
　
幅
員

5.5
ｍ
以
上
の
道
路
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
現
在
順
次
引
き
直
し
を
行
っ
て
お
り
、

道
路
の
補
修
工
事
な
ど
と
併
せ
て
実
施
予
定
で
す
。

Ｑ
木
造
住
宅
耐
震
診
断
件
数
が
３
件
。
改
修
工
事
は
ゼ
ロ
件
。
件

数
が
減
少
し
ま
し
た
が
、
県
と
共
に
Ｐ
Ｒ
活
動
は
継
続
し
て
い

ま
す
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
補
佐
　
令
和
６
年
度
は
能
登
半
島
地
震
が
あ
り
、

耐
震
診
断
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
県
と
は
令
和
６
年
度
か
ら
地
区

を
限
定
し
啓
発
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
も
実
施
予
定
で
す
。

要 

望
地
区
巡
回
も
大
切
で
す
が
、
広
報
等
で
の
啓
発
も
積
極
的

に
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
区
画
線
の
引
き
直
し

安
心
・
安
全
な
ま
ち

Ｑ
土
地
の
価
格
が
下
落
し
ま
し
た
が
、
賃
借
料
の

見
直
し
は
。

総
務
課
長
　
公
共
施
設
の
土
地
に
つ
い
て
、
借
地
が
あ
り
ま

す
。
10
年
契
約
で
更
新
し
て
お
り
、
近
年
は
見
直
し
を
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

要 

望
地
価
に
応
じ
た
見
直
し
は
必
要
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
土
地
の
買
取
に
向
け
て
検
討
を
お
願

い
し
ま
す
。

公
共
施
設
用
地
の
賃
貸
借

議会定例会

Ｑ
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
去
に
対
す
る
補
助
制
度
に
よ
り
危
険

箇
所
は
少
し
ず
つ
減
少
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
通
学
路
な

ど
見
回
り
な
ど
は
行
っ
て
い
ま
す
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
補
佐 

補
助
制
度
創
設
時
に
見
回
り
を
行
い
ま
し

た
。
現
在
は
、
通
学
路
の
交
通
安
全
を
目
的
と
し
た
点
検
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
限
定
し
た
確
認
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

要 

望
職
員
が
町
内
へ
出
か
け
た
際
に
発
見
し
た
場
合
に
は
、
情

報
共
有
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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追跡！追跡！追跡！どうなった？一般質問
過去に行われた、一般質問の結果を検証します。第３４弾

議
会
改
革

特別委員会
審査報告

９
月
８
日  

午
後
１
時
30
分
か
ら

主
な
協
議
内
容

〇
議
会
運
営
方
法

　
常
任
委
員
会
へ
付
託
し
、
全
員
一

致
で
承
認
し
た
議
案
に
つ
い
て
は
、

一
括
議
題
・
一
括
討
論
・
一
括
採

決
と
す
る
運
営
方
法
の
変
更
案
を
承

認
し
、
第
３
回
定
例
会
よ
り
採
用
し

ま
し
た
。

〇
議
会
動
画
配
信

　
近
隣
町
の
運
用
方
針
を
報
告
。

　

継
続
協
議
。

〇
議
会
報
告
会

　

来
年
度
の
対
象
団
体
等
を
検
討
。

　

継
続
協
議
。

質 問［令和５年９月議会］

国際交流の再開は
小学生は平成10年から、中学生は平成８年から始まった国際交流が新型コロナで中断しました。
子どもの時に異文化に触れることは、その子に大きな宝物として残ります。いつから再開しますか。

回 答

国際情勢や経済状況を慎重に判断し、海外に限らず異文化体験研修も視野に検討します。

令和８年度に国際交流事
業の後継事業として「文
化・自然体験事業」を実施。
　小学生は沖縄県竹富町、
中学生は北海道別海町な
どにおいて、人・空気・
景色・暮らしに触れ、異
文化を体験しました。

▲小学生　由布島探索 ▲中学生　酪農体験

結 果
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一般質問の全文は町ホーム
ページでご覧になれます。
スマートフォンはこちらから。

町
政
を問

う

一般質問
A N P A C H I

災害級の暑さ熊本地震……P12
質 問  西松 幸子
答 弁  総務課長、町長

空中防除の方向性は……P13
質 問  石原 英一
答 弁  農政課長

農業者支援の強化を……P13
質 問  桒原 宏行
答 弁  農政課長

一
般
質
問
と
は

議
員
の
日
常
活
動
や
考
え
方
に
基
づ
き
、
町
の
行
政
全
般
の
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
町
の
施
策
や
状
況
の
報
告
、
説
明
を
求
め
た
り
す
る
質
問
の
こ

と
で
す
。
年
に
４
回
開
催
す
る
定
例
会
の
最
終
日
に
行
い
ま
す
。

町財政の改善に向けて……P12
質 問  傍嶋 邦博
答 弁  副町長
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西
にしまつ
松 幸

さち
子
こ

傍
そばじま
嶋 邦

くにひろ
博

問

７
月
28
日
、
熊
本
に
最
大

震
度
７
の
地
震
が
発
生
し
、

断
水
が
続
き
ま
し
た
。

　
断
水
時
に
必
要
な
「
簡
易
ト
イ

レ
」、「
使
い
捨
て
の
下
着
」、
水
を

使
わ
ず
に
全
身
を
清
潔
に
保
て
る

「
水
の
い
ら
な
い
全
身
キ
レ
イ

セ
ッ
ト
」
の
備
蓄
を
お
願
い
で
き

ま
せ
ん
か
。

　
被
災
者
に
と
っ
て
、
身
体
だ
け

で
も
さ
っ
ぱ
り
す
る
こ
と
が
想
像

以
上
に
心
の
支
え
に
な
り
ま
す
。

答

簡
易
ト
イ
レ
を
２
２
０
基
、

ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー
を
50
本
、

約
７
０
０
回
分
を
備
蓄
し
て
い
ま

す
。
「
使
い
捨
て
下
着
」
や

「
水
の

い
ら
な
い
全
身
キ
レ
イ
セ
ッ
ト
」
は

備
蓄
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

「
使
い
捨
て
下
着
」
や

「
水
の
い

ら
な
い
全
身
キ
レ
イ
セ
ッ
ト
」
は
町

で
備
蓄
す
る
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す
の
で
、
個
人
で
準
備
す
る
よ
う

啓
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
総
務
課
長
）

問

自
助
、
公
助
、
共
助
に
つ

い
て
。
高
齢
者
世
帯
が
増
え
、

自
助
が
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
物
資
を
届
け
る
手
配
は
で

き
て
い
ま
す
か
。

答

自
治
会
、
民
生
児
童
委
員
、

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
、

全
体
で
支
え
合
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（総
務
課
長
）

問

物
価
高
騰
が
続
い
て
い
る

中
、
継
続
を
お
願
い
で
き

ま
せ
ん
か
。

答

国
か
ら
の
交
付
金
の
追
加
が

あ
れ
ば
必
要
な
支
援
策
を

検
討
し
ま
す
。　　
　
　

 　
　

 

（町
長
）

問

体
育
館
空
調
設
備
や
北
部

公
園
の
整
備
な
ど
、
今
後

大
き
な
事
業
が
控
え
て
い
ま
す
が
、

ど
の
く
ら
い
の
資
金
を
見
込
ん
で

い
ま
す
か
。
資
金
計
画
は
。

答

総
額
は
概
算
で
40
億
円
程

度
と
な
り
ま
す
が
、
交
付
税

措
置
を
加
味
し
た
実
質
的
な
町
の

負
担
は
20
億
円
以
下
と
な
る
見
込

み
で
す
。　　
　
　
　
　
　
　

 

（副
町
長
）

問

令
和
８
年
度
（
短
期
）、中
期
、

長
期
の
数
値
目
標
は
。

答

短
期
・
中
期
・
長
期
の
数
値

目
標
は
設
定
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
短
期
と
し
て
令
和
８
年
度
決

算
に
お
け
る
財
政
数
値
の
見
込
み

は
、
将
来
負
担
比
率
は
、
40
・０
％
、

経
常
収
支
比
率
は
88
・
５
％
、
実

質
公
債
費
比
率
は
11
・
５
％
、
地

方
債
残
高
は
49
億
９
０
２
０
万
円

ほ
ど
、
財
政
調
整
基
金
は
10
億
円

程
度
と
、
経
常
収
支
比
率
を
除
き

改
善
す
る
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
中
期
見
込
み
と
し
て
は
、

こ
こ
５
年
か
ら
10
年
の
間
が
企
業

立
地
奨
励
金
や
公
債
費
の
増
な
ど

に
よ
り
、
実
質
公
債
費
率
は
13
％

超
え
ま
で
上
昇
し
ま
す
が
、
起
債

の
償
還
も
進
み
、
将
来
負
担
比
率

は
40
％
を
切
る
見
込
み
で
す
。
財

政
調
整
基
金
は
10
億
円
程
度
を
維

持
す
る
想
定
で
す
。　　

 

（副
町
長
）

町
財
政
の
改
善
に
向
け
て

災
害
級
の
暑
さ
熊
本
地
震 

水
道
基
本
料
金
免
除
の
継
続
を

国
か
ら
の
追
加
交
付
時
に
検
討
し

ま
す

全
体
で
支
え
合
う
防
災
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す

数
値
の
改
善
が
さ
ら
に
図
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す

安八町の財政指標ランキング

令和６年度　重要項目全国ランキング

令和６年度　重要項目類似団体ランキング
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一般質問
A N P A C H I

問

米
の
収
穫
量
や
品
質
の
安

定
確
保
を
図
る
た
め
防
除

は
欠
か
せ
ず
、
高
齢
化
す
る
農
業

者
や
一
斉
防
除
に
よ
る
効
果
を
考

慮
す
る
と
現
在
の
空
中
防
除
は
有

効
で
す
。

　
し
か
し
、
非
農
業
者
の
割
合
が

増
え
続
け
る
当
町
で
は
、
利
用
者

負
担
が
あ
る
と
は
い
え
、
自
治
体

が
主
導
し
て
防
除
に
一
般
財
源
を

使
う
こ
と
に
対
し
、
今
後
、
理
解

が
得
ら
れ
に
く
く
な
る
と
思
い
ま

す
。

　
協
議
会
な
ど
外
部
で
防
除
を
運

営
す
る
組
織
へ
移
行
し
、
自
治
体

か
ら
補
助
金
な
ど
助
成
の
形
で
支

援
し
て
い
く
時
期
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

答

他
市
町
で
は
Ｊ
Ａ
等
が
主
体

と
な
り
、
防
除
事
業
を
実
施

し
て
い
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
町
で
は
、
防
除
事

業
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
体
制
や

人
材
の
確
保
が
課
題
で
あ
り
、
す

ぐ
に
運
営
主
体
を
移
行
で
き
る
状

況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
農
業
関
係
団
体
や
担
い

手
な
ど
で
構
成
す
る

「
安
八
町
病

害
虫
防
除
協
議
会
」
が
組
織
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
本
協
議

会
へ
の
運
営
移
行
も
選
択
肢
の
一

つ
と
し
て
検
討
し
、
Ｊ
Ａ
等
に
も
協

力
を
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（農
政
課
長
）▲ドローンによる空中防除

問

近
年
の
酷
暑
、
生
産
費
高

騰
は
農
業
者
に
大
き
な
負

荷
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
８
年
産
米
は
コ
ス

ト
指
標
２
万
５
３
５
円
を
割
り
、

多
く
の
農
業
者
が
赤
字
経
営
の
見

込
み
で
す
。
離
農
や
耕
作
放
棄
地

が
増
加
し
な
い
よ
う
、
米
の
安
定

生
産
に
資
す
る
農
業
振
興
策
が
必

要
で
は
。

答

農
業
は
多
面
的
機
能
を
有

し
、
地
域
の
重
要
な
産
業
で

す
。
農
業
者
が
将
来
に
向
け
安
心

し
て
営
農
を
継
続
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
支
援
し
ま

す
。　　
　
　
　
　

 

　
　（
農
政
課
長
）

問

食
料
生
産
を
担
う
農
業
者

も
、
近
年
の
生
産
費
の
高

騰
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

　
町
内
農
業
者
の
多
く
が
「
免
税

事
業
者
」
で
あ
り
、
減
税
分
が
減

収
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
課
税

事
業
者
」
も
消
費
税
が
還
付
さ
れ

る
ま
で
の
間
、
資
金
不
足
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
相
談
窓
口
の
開
設
が

必
要
で
は
。

答

国
の
動
向
を
注
視
し
、
県
、

Ｊ
Ａ
、
税
務
署
な
ど
専
門
的

知
見
を
活
用
し
、
必
要
な
情
報
提

供
や
関
係
機
関
へ
の
相
談
体
制
確

保
に
努
め
ま
す
。
　 

（
農
政
課
長
） 桒

くわばら
原 宏

ひろゆき
行

石
いしはら
原 英

ひでかず
一

空
中
防
除
の
方
向
性
は

農
業
者
支
援
の
強
化
を

運
営
移
行
も
選
択
肢
と
し
て
検
討
し
ま
す

営
農
を
継
続
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す

 
食
料
品
１
％
消
費
税
減
税

相
談
体
制
の
確
保
に
努
め
ま
す

▲稲刈りがすすむ令和８年産米
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―
　
お
若
い
で
す
ね
。

永
田
さ
ん　
33
歳
で
す
。

―
　
小
さ
い
頃
か
ら
農
業
は
身
近

だ
っ
た
の
で
す
か
。

永
田
さ
ん
　
い
え
。
大
学
卒
業

後
に
就
職
し
た
会
社
で
体
験
し

た
援
農
（
農
家
の
人
出
不
足
を

手
伝
う
こ
と
）
が
初
め
て
で
す
。

　
農
作
業
に
魅み

せ
ら
れ
、
将
来
、

や
り
た
い
と
思
い
始
め
ま
し
た
。

数
年
後
、
後
継
者
を
探
し
て
い

た
当
町
の
水
稲
栽
培
の
農
業
者

と
ご
縁
が
あ
り
、
そ
こ
で
５
年

ほ
ど
学
び
、
今
回
、
承
継
す
る

こ
と
に
。

―
　
農
業
へ
の
転
職
に
奥
さ
ま
は

反
対
さ
れ
な
か
っ
た
で
す
か
。

永
田
さ
ん　
出
会
っ
て
10
年
く

ら
い
に
な
り
ま
す
が
、
私
が
や

り
た
い
と
言
い
始
め
た
ら
聞
か

な
い
こ
と
は
覚
悟
し
て
い
た
ん

だ
と
思
い
ま
す
。
手
伝
い
？
彼

女
は
し
ま
せ
ん
。
仕
事
を
し
て

い
て
忙
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
も
そ
も
カ
エ
ル
も
虫
も

嫌
い
で
す
か
ら
（
笑
）。

―
　
家
族
と
の
時
間
は
取
れ
て

い
ま
す
か
。

永
田
さ
ん　
繁
忙
期
以
外
は
日

曜
日
を
休
み
、
平
日
も
子
ど
も

の
迎
え
に
行
く
な
ど
家
族
の
時

間
は
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
つ

い
つ
い
休
み
が
な
く
な
り
が
ち

な
農
業
だ
か
ら
こ
そ
、
休
み
を

取
る
よ
う
意
識
し
て
い
ま
す
。

―
　
こ
の
と
こ
ろ
雨
が
多
い
で
す

が
、
雨
の
日
の
作
業
は
。

永
田
さ
ん　
田
植
機
や
コ
ン
バ

イ
ン
な
ど
機
械
の
整
備
を
す
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
自
分
で
整

備
す
る
と
愛
着
も
わ
き
、
作
業

中
に
故
障
し
た
際
も
対
応
で
き

る
の
で
。

―
　
当
町
は
畑
の
耕
作
放
棄
地
の

増
加
が
課
題
で
す
が
、
今
後
、
水

稲
農
業
だ
け
で
は
な
く
、
野
菜
事

業
も
広
げ
て
い
く
可
能
性
は
。

永
田
さ
ん　
ま
ず
は
水
稲
農
業

の
経
営
基
盤
を
確
立
さ
せ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
先
に

水
稲
栽
培
の
農
閑
期
に
あ
た
る

冬
場
の
野
菜
栽
培
な
ど
の
選
択

肢
も
考
え
て
い
ま
す
。

―
　
新
規
就
農
者
を
増
や
す
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
。

永
田
さ
ん　
農
繁
期
に
興
味
の

あ
る
若
者
に
参
加
し
て
も
ら
う

な
ど
、
農
業
に
触
れ
る
機
会
を

増
や
す
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

今
は
社
会
貢
献
に
興
味
の
あ
る

若
者
も
多
い
。
実
際
、
農
作
業

に
触
れ
て
、「
合
う
」、「
合
わ
な

い
」
も
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
、

そ
こ
か
ら
か
と
。
未
来
へ
の
ア

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
私
自
身
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

―
　
安
八
町
議
会
に
ひ
と
こ
と
。

永
田
さ
ん　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
田
ん
ぼ
へ
の
ポ
イ
捨
て
が
多

く
て
困
っ
て
い
ま
す
。
企
業
誘

致
が
進
む
中
、
さ
ら
に
交
通
量

が
増
え
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る

の
で
、
行
政
と
一
緒
に
対
策
を

考
え
て
ほ
し
い
で
す
。
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TEL

0584-64-5011FAX
E-mailでも受け付けています。
gikai@town.anpachi.lg.jp

議会事務局直通
0584-64-4931

表紙の題字「あんぱち」は

　 岩
い わ も と

本　ゆくみ  さん
　　　登龍中学校２年生の作品です

住民参加
企　　画

聞き手／石原 英一、西松 幸子、岩田 讓治、桒原 宏行

▲現在の作付面積は町内約 28ha

議会に関するご意見ご要望は、
議会事務局までご一報ください。

　安八町議会 HP はこちら→

紙面の都合上、全議論を掲載で
きませんので、抜粋しています。

◆◆◆  編　集　後　記  ◆◆◆
　役場職員の避難所設営訓練にて、
自動ラップ式トイレ（ポータブル
簡易トイレ）に触れました。水を
使わずに 1 回ごとに熱圧機で個包
装して密閉し、普通ゴミとして処
理できます。しかし、トイレの設
置訓練と用を足す前に凝固剤を入
れることを町民に慣れてもらう必
要性を感じました。
　役場職員も被災者になる可能性
は高い。今後、避難所設営ができ
る地域住民を増やさなくてはなり
ません。「議会だより」でも町民の
防災意識を高められるよう努めて
まいります。　　 　（石原　英一）
◆◆◆  編　集　委　員  ◆◆◆
 　  委員長      石原　英一
	 副委員長	 西松　幸子
	 委員	 岩田　讓治
		  渡辺　康司
　　　　　　　桒原　宏行

◆西南濃町議会議員研修会
　10 月１日（木）西南濃管内の
町議会議員が研修を行いました。
九州国際大学准教授の村岡治道
氏による「今後の自助・共助・
公助～阪神淡路大震災 30 年後
からの仕切り直し～」の講演を
聞きました。

◆輪之内町議会議員と交流会
　10 月９日（金）輪之内町役場
にて企業誘致について研修・意
見交換を行いました。
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　一
か ず な り

成さん
安八町で初めてとなる国や県から支援を
受けられる認定新規就農者の資格を得た
永田さんにお話を聞きました。

（9月29日）

南今ケ渕地区在住

interview
町民インタビュー町民インタビュー

後継者不足の解消
にも貢献したい

▲オリジナルの米袋も制作。
　　　インターネット販売も計画中。
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